
※該当箇所に[エ コすること。

政 治 団 体 の 区 分

党

部

体

支

団

の

金資

党

治

政

政

政

政治資金規正法第18条 の2
第1項 の規定による政治団体

そ の 他 の 政 治 団 体

その他 の政治 団体の支部

活 動 区 域 の 区 分

 

口

口

口

口

旧
]
口

内都尽

 

東

国会議員 関係 政治団体 の区分

政治資金規正法第19条 の7第1項口
第1号 に係る国会議員関係政治団体

政治資金規正法第19条 の7第1項口
第2号 に係る国会議員関係政治団体

公職の候補者
の 氏 名 末松 義規

ゐ Σ

(現 ・

 

ジ

公職 の種類

(※)国会議員関係政治団体に関する特i列の適用期間

平成

平成

年

年

月

月

日 か ら

日 まで

柑告対隷年の途巾で国会議員関係政泊団体に該当した場合又は該当しなく
なった掲合のみ記入のこと。

、

・(Q

圭
目

止
口報

 

支

○

収

(その1)

〒185-0024

東京都国分寺市泉町3-37-1
塩 田ビル3F

主たる事務所の所在地

 

1

ぜいりしによるすえまっよしのりこうえんかい

資金管理団体の指定の有無

無口有口

(現 ・候)公職 の種類

資金管理団体
の届出をした
者 の 氏 名

(※)資 金 管 理 団 体 の指 定 の期 間

施
於

日

日

月

月

年

年

成

成

平

平

轍告対蟄年の途中で資金笹理団体の指定 ・敢消しをした場合のみ記入のこと。

税理士による末松義規後援会

り が な)

団 体 の 名 称

 

ふ

治

ー

政2

繁男人田代 表 者 の 氏 名

 

3

川畑 良会計責任者の氏名

 

4

年分

0・2・41010131719121010101111

156,728円

平成26

 

5

団体コー ド

前年繰越額

塾ノ

川
畑
家
一
良

Y
ヘ ロ

〃 幽り2ク ー嶽 夢

事務担当者の氏名

電話番号

/

受 付 審 査/ 確 認

/ ㊥
消 込 パ ンチ 照 合

㊥ ⑯

團

、



(その2)

○
収 支 の

u

状 況
都 団 体 用

項 目 金 額 項 目 金 額

1収 入 総 額 ① ～(2)の 計
十偲 百万 冒

」/

干躍忍
1支 出 総 額1～2の 計

†雌 自万

/
1干

勉 ク躍
(1)前 年からの繰越額 オ

li

.久雄
1経 常経費 の合 計(1)～(4)の 計

」"
ii

ク1捌タ

(2)本 年 の収入額1～6の 計
i

、4 〃
ii

クレレ (1)人 件 費 {
1個 人の負担する党費又は会費

ミ 11 (2)光 熱 水 費 ミ

(党費又は会費を納入した人の数) 人 (3)備 品 ・消耗 品費
∠ ρ

1

ク瞬 ρ

2寄 附(D～(2)の 計
i

ぶ 〃
li

冴ノリ (4)事 務 所 費 ll
(1)寄 附の 区分 ア～ ウの計 〃

i

〃グb 2政 治活動 費の合 計(1)～(6)の 計 /9 2 5眺
ア 個人からの寄附 (1)組 織 活 動 費 {
1(う ち特定寄附)
」

(2)選 挙 関 係 費 ミ

イ 法人その他の団体からの寄附 (3)機 関紙誌の発行その他の

事業費 ア～エの計

ミ

ミ

/わ)」》分兆ウ 政治団体からの寄附
` ρク汐

(寄附の うち寄附のあっせんによるもの) ア 機関紙誌の発行事業費 h
(2)政 党匿名寄 附 イ 宣伝事業費 目
3機 関紙誌の発行その他の事業による収入 / ∂ 〃 ウ 政治資金パーティー開催事業費 h

:1

(1)脇 謝雛 凝漁雛 駒簡収入) エ その他の事業費
" 芝〆酪

(2)留2禦 鰍 痛姦畜麟 係る収入) ④ 調 査 研 究 費

1(② のうち焔 の支払いのあっ酬 こよるもの) (5)寄 附 ・交 付 金

4借 入 金 (6)そ の 他 の 経 費

5本 部又は支部から供与された交付金に係る収入 備 考

6そ の他 の収入(D～(2)の 計 半
(1)10万 円未満 の ものの計 率
(2)10万 円以 上 の もの の計

ミ lm翌 年への繰越額(1-11)lHl目 レ桝4ク 蹄



o 0
(その3)

(3)機 関紙誌の発行その他の事業による収入

事 業 の 種 類 金 額 備 考

伽嬬 婦二麟
十傍 百万 望

/⇔

干

ク ノ 〃

円

o 城扉瀕解 ㈱三狸
/'

」

暑

こ の 頁 の 小 計
/ ♪ o グ ク o

(注1)す べ ての事業収入を記載してください。

(注2)同 一 の事業収入は一行に計上 してください。

(注3)政 治資金パーティーの うちで、1,000万 円以上のパーティーについて

は(そ の10)に 詳細を再掲 してください。

(注4)合 計 は最終頁に記載 してください。

(注5)政 治資金パーティーは備考欄に開催 日、開催揚所を記載 してください。

合 計 / ♪ ク ク クカ1



、

、

(その6)

・c
0

⑥ その他の収入

摘 要 金 額 備 考
†偲 百万 干 円

'

■

凸

■

■

■

こ の 頁 の 小 計
辱

(注1)1件10万 円以上の収入 は個別 に記載 し、10万 円未満 の収

入 は一 括 して 「1件10万 円未満 のもの」欄 に記載 して く

だ さい。

(注2)「1件10万 円未満 のもの」 と 「合計」 は最終頁 に記載 し

て くだ さい。 ・
,、

1件10万 円未満 の もの ♪ク
合 計 回ク

ラ



C ○
(1,2,3の いずれ かに○をつけて くだ さい)(その7)↓

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 咽 人 酷 人・その他の団体(鍵 治団体

寄附者の氏名(又 は名称) 金 額 年 月 日 住 所(又 は所在地) 職業(又 は代表者の氏名) 備 考

継 謬廊 離
十偲 百万

1干

/環〃

Il円
11

4クヒ9の 甥 6オ 駈痴擁 擦疹酬/ 掬辮 多
購 娠酵

!

/ o 〃
旨
〃 ρ 昂1爾 煎彿鯛 伽 融)潮〃露 対水謎

趣 融 耀翼
'

/ 9 〃
1
ク 妙 ψ 6区 鯨部鋤 励 ち"〃一♪〆 麺鞭

,

こ の 頁 の 小 計
♪ ρ 〃1∂ 0

(注1)同 一者からの年間5万 円超(5万1円 以上)の 寄附は個別に記載 してください。

(注2)同 一者から複数回寄附を受けた揚合は、寄附を した者(団 体等)ご とに 「名寄せ」して年月日

順に記載 し、その者の最後に 「計」を入れてください。

(注3)「 その他の寄附」と「合計」の欄は、個人、法人その他の団体又は政治団体の寄附者の区分ごと

に、最終頁に記載 してください。

(注4)同 一本部 ・支部(選 管等へ届出たものに限る)か らの寄附や交付金は、(そ の5)に 記 載し

てください。

そ の 他 の 寄 附

合 計 夕 ク ク ク汐■



○ 0
(そ の14) 資金管理団体 ・国会議員関係政治団体用

(1,2,3の いずれか に○をっ けて くだ さい)

↓

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 1・繍 横(聯 品・消耗蹟 纏 務所費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又 は名称)

r

支出を受けた者の住所(又は所在地) 備考
十偲 百万 干 円 平成

●

こ の 頁 の 小 計
(注1)資 金管理団体は、5万 円以上の支出はすべて個別に記載 し、5万 円未満の支出は1そ

の他の支出」に一括 して記載 してください。

(注2)国 会議員関係政治団体は、1万 円超(1万1円 以上)の 支出はすべて個別に記載 し、
1万 円以下の支出は 「その他の支出」に一括 して記載 してください。

(注3)「 その他の支出」と「合計」の欄は、右上の項 目別区分ごとに、最後の頁に記載 してくだ

さい。

そ の 他 の 支 出
オ 〃 〃 8汐

合 計
/1

/1∂

'.

ρ区>P
!'



(そ の15) e 0
(3)政 治活動費 の内訳 ↓(・-9の 吋 れかに・をつけてくださの ↓(蜘 ごaこ 濫 小分類して記入)

項目別
区分

1湘 織濁 費a騨 関係獅 機関継 の発行事類 生宣齢 類 蝿 灘 難 テイー

④ その他の事類 瑚 査研究費 略 附・鮒 金 暖 の他の経費

項目別区分粉 類鋼 厨 轟
※記入必須

喫翅

初鋤 ス
支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又 は名称) 支出を受けた者の住所(又は所在地) 備考

蝿
十億 百万

/

≡ 千

"臣 ∠頭 場レ レフ 雄)多整 鯉 雌動麹媚〆

1'
r

1
1
11
目

、ノ

lI
Il

1
こ の 頁 の 小 計

/δ ～) ∠酵
(注1)5万 円以上の支出はすべて個別に記載 し、5万 円未満の支出は

記載してください。
(注2)国 会議員関係政治団体は、1万 円超(1万1円 以上)の 支出はすべて個別に記載 し、

以下の支出は 「その他の支出」に一括 して記載 してください。
(注3)「 その他の支出」と「合計」の欄は、右上の項 目別区分の(

載してください。
(注4)費 目ごとに適宜、小分類し、それぞれ別葉としてください。

1その他の支出⊥に一括 して

そ の 他 の 支 出 ;
1

ミ
■

1万 円

)の 中の項目ごとに、最後の頁に記

合 計
1

" ) がル



(その17)

1資 産 等の総括表

ρ

資 産 等
o

の 状 況

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 画

イ 建 物 口 画

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 直

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 函

預金(普 通預金及び当座 預金を除 く。)又 は貯金(普 通貯オ
金 を除 く。)

口 図

力 金 銭 信 託 口 面

キ 有 価 証 券 口 ㎡

ク 出 資 に よ る 権 利 口 ㎡

ケ 貸付先 ごとの残高が100万 円を超 える貸付金 口 画

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 画

サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関する権利 口 直

シ 借 入 先 ご との残 高 が100万 円 を超 え る借 入 金 口 直

※有無 にっいて団 して くだ さい。 (注)有 に団の揚合 は 「項 目別 区分 」 ごと(そ の18)が 必要 です。



(そ の20)

e
占
日 誓 圭

日

○

添付書類(別 添のとお り)

ゴ 、

計:

領収書等の写し

監査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る。)

政治資金難査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従 って作成 したものであって、真実に相違あ りません。

平成27年 誘 月 瑠 日

政治団体の名称 鋼 亥磁 耀 膿綴

会計責任者の氏名 ンη細 一 誕 蜥
(↓代表者にっいては、解散する年の収支報告書にのみ記載すること。)

代 表 者 の 氏 名 ㊥

(注1)

(注2)

(注3)

買計責任 の氏名」欄は、記名 印又は署名 とし、署名は必ず会計責任 本人が 署 してください。
「代表者の氏名」欄は、解散す る揚合 に、解散する年の最後の収支報告書にのみ記載 してください。
国会議員関係政治団体は、宣誓書(そ の20)に 記載 した 日付が政治資金監査報告書に記載 された日付 と同 日か後の日付になるよう記載 してください。



ノ

1し

○

○

政治資金監査報告書

税理士による末松義規後援会

代表 八田 繁男 殿

登録番号 第546号

研修修了年月 日 平成20年10月10日

1監 査 の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」

平成27年5.月27日

登録政治資雛 人酢 梛 ㊧

とい う。)第19条 の13第1項 の規定に基づ

き、税理 士による末松義規後援会 の平成26年1月1日 か ら平成26年12月31

日までの法第12条 第1項 に規定す る報告書並びに当該報告書に係 る会計帳簿、明

細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書等及び振込明細書(以 下 「会

計帳簿等の関係書類」 とい う。)に ついて、支出に関す る政治資金監査 を行った。

(2)こ の政治資金監査 は、法第19条 の13第2項 に定めるところによ り政治資金適正

化委員会 が定める 「政治資金監査 に関す る具体的な指針」(以 下 「政治資金監査マ

ニュアル」とい う。)に 基づき行った。

(3)私 の責任 は、外部性を有す る第三者 として、国会議員関係政治団体の会計責任者 の

作成 した会計帳簿等の関係書類について、政治 資金監査マニュアルに基づき政治資

金監査を行った結果を報告することにある。

(4)こ の政治資金監査 は、税理士による末松義規後援会の主たる事務所において行 った。・

2監 査 の結果

私が実施 した攻治資金監査の結果 は、以下のとお りで ある。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定する事項 について、会計帳簿、明細書、領収

書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書等及び振込明細書が保存 されていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定する事項 にっいて、会計帳簿 には、当該国会

議員関係政治団体に係 るその年における支出の状況が記載 され、かつ、当該国会議

員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備 えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項について、法第12条 第1項 に規定

す る報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等 を徴 し難か った支出の明細

書等及び振込明細書に基づいて支出の状況が表示 されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項について、領収書等を徴 し難かった

支出の明細書等は、会計帳簿に基づいて記載 されていた。

3業 務制限

税理士に よる末松義規後援会 と私 との問には、法第19条 の13第5項 の規定に違反す

る事実はない。



また、税理士による末松義規後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従

業者との間においても、同様である。

以 上

∩
瓦
ク

○

'


